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　女性と男性の機能の大きな違いは、女性に子供を産
むための子宮があることと、卵巣から排卵後妊娠しな
かった場合、月経が来ることです。
　初経の年齢は12歳頃ですが、月経に随伴して起こ
る病的症状を月経困難症といいます。下腹部痛、腰
痛、腹部膨満感、嘔気、頭痛、疲労・脱力感、食欲不
振、イライラ、下痢および憂うつの順に多くみられま
す。月経痛は初経後２～３年で始まり、月経の初日や
２日目頃の出血が多いときに強く、痛みの性質は痙
攣性、周期性です。その原因は、子宮の頸管が狭小
による月経血流出時の痛みや、プロスタグランジン
（PG）などの内因性活性物質による子宮の過収縮に
よります。持続性の腹痛・腰痛などの痛みや嘔気な
どの消化器症状は、月経血が卵管を通って腹腔内に
流出し貯留するためです。また排卵後に卵巣から放
出される黄体ホルモンは頭痛や精神症状の原因とな
ります。
　初経年齢から高校生くらい（18歳以下）までを思
春期とすると、この年齢の女子が婦人科を受診する場
合の主訴の多くは月経異常と月経痛です。子宮筋腫や
子宮内膜症が認められるものを器質的月経困難症と言
います。それらの婦人科器質的疾患がないものを機能
的月経困難症と診断されます。しかし、器質的疾患
の有無を診断するために必ず婦人科診察（診察台で
の内診や超音波検査）が必要な訳ではありません。
問診で性交歴のない女子は、お腹からの超音波検査
等で判断します。婦人科では必ず内診する訳ではあ
りません。ご安心ください。
　どちらの月経困難症にしろ、子宮内膜で産生される
PGの関与が痛みの原因として大きいので鎮痛剤とし
て、PGの合成阻害薬である非ステロイド性抗炎症薬
（NSAIDｓ：ロキソニンなど）が有効です。また、
カロナールや鎮痙剤（ブスコパンなど）が有効な場合
もあります。習慣性になる薬剤ではありませんの
で、症状があるときは気軽に服用するべきです。我

慢の必要はありません。
　鎮痛剤で痛みのコントロールが困難な場合、ピル周
期での治療が有効です。ピルは排卵を抑制するため卵
巣機能全体を抑制するので、子宮内膜の肥厚が妨げら
れます。よって月経血は少量となり月経痛が軽快しま
す。ピルは避妊薬ですが、ピル服用中止後２～３か月
で排卵機能は回復し妊娠が可能となります。また、ド
ーピング薬剤ではありませんので、将来挙児希望の女
性やアスリートには有用な薬剤です。初経後３か月を
経過していれば安全に使用できることも明らかになっ
ていますので、成長の程度を診て中高生から服用の検
討が可能です。さらに副作用の少ない超低用量ピルは
保険適応薬なので服用しやすくなっています。
　器質的疾患があり、ピル周期でも病状が改善しない
場合や、副作用等でピルが服用できない場合は、黄体
ホルモン剤（ディナゲスト）やアンタゴニスト（レル
ミナ）で無月経の期間を作ることが可能です。閉経し
てしまえば問題とならない病状なので、閉経期近い女
性には、“逃げ切り療法”と言われ有効です。それぞ
れ更年期症状などの副作用がありますので、専門医と
相談しましょう。
　以上のように、月経痛には種々の治療法がありま
す。それぞれの年代で適した治療法を選択すればよい
のです。我慢をしないで相談してください。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。
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　今月は『歯周病』についてお伝えします。

歯周病は、成人の８割がかかっている国民病。「サイレント・ディジーズ（沈黙の病気）」とも呼

ばれ、自覚症状がないまま進行する怖い病気です。日頃からしっかりケアをして、歯周病から大切

な自分の歯を守りましょう。

歯周病ってどんな病気？
　バイオフィルム（細菌が集まってできたヌルヌル、ネバネバの塊）が、歯と歯ぐきの境目にある

「歯周ポケット」にたまっておこる病気です。歯ぐきの腫れや出血がみられる「歯肉炎」、歯ぐき

が下がり歯がグラグラしてくる「歯周炎」と進行し、歯を支える骨が溶けて歯が抜けてしまいま

す。

全身に悪影響を及ぼす歯周病
　歯周病は、歯や口だけでなく、全身の健康に深く関

わっています。歯周病菌や炎症を引き起こすときの炎

症物質は、歯周ポケットから血流を通して全身に運ば

れ、様々な臓器に悪影響をもたらします。

歯周病から大切な歯を守ろう！
　歯周病の予防は、セルフケアと専門家によるケアの

両輪で行うことが重要です。定期健診や歯のクリーニ

ングなど、専門ケアで歯周病になりにくい環境を整

え、歯科医のアドバイスのもとに、毎日のセルフケア

で維持しましょう。

　町では、歯周病から歯を守るための各種事業を行っています。対象となる方はぜひご活用くださ

い。

歯周病検診　　40歳、50歳、60歳、70歳になる方を対象に無料で受けられる検診を行っています。
妊婦歯科健診　妊婦歯科検診にかかった費用を町が助成しています。
　※対象となる方には個別にお知らせします。

　

【問合せ先】　　 健康推進課　 　TEL ８２－０２８８

歯周病、きちんと予防していますか

【歯周病が引き起こす全身の病気】
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